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今
期
最
後
の
代
表
質
問
で
し
た
。 

 

今
回
の
質
問
で
、
傍
聴
や
テ
レ
ビ
で
見

て
い
た
だ
い
た
方
か
ら
の
多
く
の
感
想

は
、
「市
長
の
答
弁
が
ひ
ど
か
った
ね

～
」
と
い
う
の
が
大
半
で
し
た
。 

 

そ
も
そ
も
、
市
長
は
日
本
共
産
党
の
質

問
に
対
し
て
、
直
接
答
弁
し
ま
せ
ん
。  

 
 

 
 

そ
れ
も
、
自
民
党
議
員
と
答
弁
回
数
に

差
を
つ
け
ま
す
。
自
民
党
議
員
が
４
問
質

問
し
た
場
合
３
問
は
市
長
が
答
え
ま
す

が
、
共
産
党
で
言
え
ば
、
私
は
９
問
質
問

し
て
、
２
問
の
み
の
答
弁
。
同
じ
日
に
質

問
し
た
井
上
け
ん
じ
（南
区
）
議
員
の
場

合
は
１
１
問
質
問
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

１
問
し
か
市
長
の
答
弁
は
な
く
、
副
市
党

や
担
当
局
長
が
答
弁
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
明
ら
か
に
、
差
別
を
し
て
い
ま

す
。
他
党
の
場
合
は
市
長
の
施
策
を
評
価

す
る
場
合
も
あ
り
、
答
え
や
す
い
と
い
う

こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
点
共

産
党
の
質
問
は

と
に
か
く
、
市

民
の
声
を
直
接

紹
介
し
、
追
及

す
る
の
で
、
答

え
に
く
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん

が
・
・
・。 

写
真
は
共
産
党
市

会
議
員
団
１
８
人 

ホームページぜひ、ご覧下さい。 http://tamamoto-narumi.jp/ 

●物価高騰対策については、すべての市民、事業者への支援

は消費税の減税が一番効果的。国に今こそ要請をと求めまし

たが、「消費税は社会保障を将来にわたり持続可能とするた

めの必要な財源であり、引き下げを求める考えはない」と答

弁しました。 

●北山エリア整備基本計画については、1万人アリーナの計

画などは明らかにしていないこと。京都市として都市計画の

規制緩和すべきないこと、住民の合意なしに進めるべきでは

ないと追及しました。答弁では「『地域まちづくり構想』マ

スタープランに位置付けていること、今後京都府がワーク

ショップを等を予定されている」と答弁しました。 

●山林保全へ盛り土規制の強化と林業の担い手つくりについ

て質疑しました。北区北部に2か所で木の伐採と盛り土がさ

れ、熱海の土砂災害もあり、地域住民の不安も募っているこ

とも紹介し、山林保全する立場で盛り土の規制を提案しまし

たが、「3000㎡以上の造成を対象とすることは改正しない」

と答弁。小規模林業家の分散管理も提案しましたが、大規模

集約を推進すると答弁しました。 

本会議 代表質問しました！ 
 10月3日、市長に対しての質問を日本共産党京都市会議員団

を代表して行いました。市長や理事者の答弁は予想通りの情

けない答弁でした。 

●統一協会との関わりについて、徹底して調べるべきだと質疑

しましたが、市長自身は応えず、「イベント出席、後援名義、祝

辞、祝電について調べた。関係はなかった。これ以上調べない」と答

弁。 

  何が問題かというと、京都市の公式な発行物に、反社会的

団体にも関わらず、掲載されていると、市民に市と関わりが

ある組織としてお墨付きを与えることになるということで

す。まったく危機感がないのか、明るみに出ると、何かまず

いことでもあるのか… すでに、2020年の京都市マラソンのボ

ランティア団体として、公式パンフレットに「世界平和女性

連合」と「世界平和青年連合」が記載されています。事実を

示しても「行政が関わりを持ってはならない団体かどうかは

法令に基づき個々の状況に応じて判断すべき」と答弁しまし

た。今後も追及していきます。 

●「毎年500億円不足し、このままでは財政破綻する」と誇大

宣伝をし、行財政改革計画で福祉切り捨てを行ってきたこと

に対して、福祉削減をやめ、拡充を求めた質問への答弁で

は、「持続可能となるように施策を見直すもので、未来に責

任をもつ改革」と強弁しました。 

●新型コロナウイルス対策を強化するためにも、各行政区ご

に保健所体制を強化すべきとの質問には、「保健所を集約し1

つにしたことはコロナ対策でも、明確な指揮命令系統のもと

大きな効果を発揮している」と、現状を評価する答弁でした 

鷹
峯
笹
ケ
尾
地
域
の
盛
り
土

の
実
態
を
パ
ネ
ル
に
し
、
本

会
議
で
質
疑
し
ま
し
た
。 

●交通不便地域対策について、雲ケ畑地域の独自バス

「もくもく号」の運営について、敬老乗車証の交付金が

制度改悪により、減額すると運行が困難になるため、支

援を求めました。「市としては利用促進の支援をする。

地域の唯一の公共交通機関として運行が継続できるよう

に地域とともに取り組む」と答弁しました。 

●個人市民税の均等割り減免制度の廃止の撤回も求めま

した。 

●介護保険の認定・給付業務の委託については、他都市

と比較しても民間に依存しすぎであり、直営に戻すよう

求めましたが、直営に戻すと施策の後退となると答弁。 


